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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究では、モデル植物シロイヌナズナの突然変異体を活用し、胚発生から栄養成長相への移行過程に関
与するクロマチンリモデリング因子の一種であるポリコーム複合体（PcG）、特に PcG複合体構成因子であ









いたクロマチンリモデリング機構について、ポリコーム複合体構成因子である CURLY LEAFと SWINGER
が実際にこの過程に関与し、生体内オーキシン活性の上昇の前に胚発生特異的遺伝子群の発現を不可逆的に
抑制することで栄養成長相への転換を達成していることを明らかにしており、今後の本分野の発展に大きな
貢献をするものと高く評価できる。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
